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新
役
員
体
制
の
紹
介
　

役
員
等
の
改
選
に
伴
い
、
新
役
員
の
選
任
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
３
年
６
月
16
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
会

長
お
よ
び
副
会
長
、
各
部
会
員
の
選
任
を
行
な
い
ま
し
た
。

【任期】�令和３年６月1６日から選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終
のものに関する定時評議員会の終結の時まで
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安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
就

任
に
あ
た
り
、
役
職
員
を
代
表
し
て
市
民
の
皆

さ
ま
に
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
「
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

今
後
、
地
域
福
祉
交
流
推
進
基
金
を
活
用

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
体
制
を
確

立
し
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の
基
盤
づ
く

り
事
業
「
地
域
福
祉
会
議
」
の
体
制
整
備
と
機

能
充
実
を
各
町
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
役
職
員
一
丸
と
な
って
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
社
会
福
祉
の

使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
会�
長���

竹�

重�

博�

樹
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　生活に身近な地域において、世代や背景を超えてつながることで、一人ひとりが楽しみや生きがいを見出

し、様々な困難を抱えた場合でも、社会から孤立せず、安心して生活を送ることができる社会に向けて、安

芸高田市全町に地域福祉会議を設置し、地域資源の確認、課題や解決法を検証し、住みたいまち、住んでよ

かったと思えるまちづくりに向けた取り組みを地域の方々と一緒に推進してまいります。

地域福祉会議地域福祉会議 4本の柱と取り組み

① 

地
域
の
情
報
を

 

知
る
、
学
ぶ

② 

地
域
課
題
を

　
　
　 

話
し
合
う

③ 

地
域
の
困
り
ご
と
を

　
　
　 

つ
な
ぐ

④ 

地
域
の
課
題
を

 

解
決
す
る

地域共生社会推進事業地域共生社会推進事業

地域の力を育てます地域の力を育てます
人と人とのつながりが人と人とのつながりが

① 地域の情報を　　
 　　　知る、学ぶ

地域の現状や取り組まれてきた
活動、担い手についての情報収
集や、地域にある資源の確認と
把握をおこないます。

④ 地域の課題を　　
　　 解決する

地域の様々な団体や、地域福祉
活動を活かして、互いに協力し
合い、共助のネットワークづく
りをおこないます。
　また、福祉の担い手づくりに
取り組みます。

② 地域課題を　
　　　　 話し合う

地域住民が抱える、様々な福祉
課題や生活課題を掘り起こし、
課題解決に向け取り組みます。

③ 地域の困りごとを
　 つなぐ

サロンや団体などから出た困り
ごとの内容に合わせ、適切な機
関や活動団体などと連携し、解
決に向けて取り組みます。

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原
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○
人
つ
な
が
り
と
地
域
づ
く
り
の
強
化

�

「
地
域
福
祉
会
議
」
の
推
進

広
島
県
社
協
と
協
議
し
、
吉
田
・
美
土
里
・

八
千
代
町
で
展
開
し
ま
し
た
。

○
相
談
機
能
の
強
化

　

甲
田
支
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

３
職
種
１
ユ
ニ
ッ
ト
を
配
置
し
、
高
宮
・
甲

田
・
向
原
地
区
の
相
談
機
能
の
強
化
を
図
る

準
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

○
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
強
化

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
か
け
は
し

の
登
録
件
数
は
36
名
。
成
年
後
見
事
業
の
法

人
受
任
３
件
の
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

○
福
祉
・
介
護
人
材
確
保

　
　
　
　
　
　
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

　

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
等
の
取
り
組
み

で
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
実
施
し
、
14
名

が
修
了
試
験
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
「
と
も
に
支
え
あ
い
、心
豊
か
に
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
〈
地
域
福
祉
と
在
宅
福
祉
の
融
合
〉〈
福
祉
の

開
拓
者
と
し
て
〉
の
２
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
中
で
、
職
員
の
体
調
管

理
に
努
め
、
感
染
症
対
策
（
消
毒
・
換
気
・
３
密
対

策
）
を
行
な
い
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
安

全
な
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
支
援
を
行
な
い
ま
し
た
。

◆
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
地
域
福
祉
会
議
」

を
３
町
で
展
開
し
、
広
島
県
社
協
と
と
も
に
、
地
域

福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

年
度
は
全
町
で
事
業
推
進
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
世
代
を
視
野
に
置
き
、
住
民
主
体
の
地
域
課
題
の

解
決
力
の
向
上
と
地
域
支
援
の
あ
り
方
を
改
め
て
確

認
し
な
が
ら
、
将
来
像
を
見
据
え
、
地
域
福
祉
の
更

な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◆
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
の
取
り
組
み
と
し
て
、
行

政
、
福
祉
施
設
等
と
協
働
し
、「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を
実
施
し
、
人
材
の

育
成
・
定
着
に
努
め
ま
し
た
。

令和２年度　事業報告　

○
介
護
保
険
事
業
の
充
実
と
強
化

　

県
・
市
の
指
導
監
査
が
行
な
わ
れ
適
正
に

運
営
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
適
正
な
事
業
運
営
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
強
化

　

民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
関
係
機
関
と
連

携
、「
地
域
福
祉
会
議
」
と
協
働
し
地
域
福

祉
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
連
携
を
強
化
し

ま
し
た
。

○
組
織
経
営
の
強
化

　

理
事
会
、
評
議
員
会
の
運
営
強
化
を
行
な

う
た
め
、
経
営
会
議
等
毎
月
の
定
例
化
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
し
た
。
監
査

会
に
お
い
て
指
導
を
受
け
た
事
項
を
組
織
経

営
の
改
善
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
、
税
理
士

等
と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

○
事
務
組
織
の
強
化

　

職
員
研
修
に
よ
る
資
質
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
事
務
組
織
の
在
り
方
が
定
着
す
る
よ

う
幹
部
研
修
を
定
期
的
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
事
業
運

営
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

事
務
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

福
祉
の
開
拓
者
と
し
て
～

社
協
組
織
と
財
政
基
盤
の
強
化

地
域
福
祉
と
在
宅
福
祉
の
融
合
～

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
強
化

2021（令和３）年７月2021（令和３）年７月 4



○
財
源
確
保
の
強
化

　

社
協
の
事
業
に
賛
同
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
取

り
組
み
を
行
な
い
な
が
ら
、
会
費
納
入
率
の
向
上
、

寄
附
金
の
増
額
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
街
頭
・
イ

ベ
ン
ト
募
金
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
商
工
会

の
ご
協
力
の
も
と
、
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
や
商

店
の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
４
０
、０
８
６
円
の
募
金
額
と
な
り
ま
し
た
。
自

主
財
源
の
長
期
的
運
用
・
管
理
を
行
な
い
財
源
基
盤

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

市
と
の
協
議
を
継
続
し
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

等
、
社
協
の
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
財
源
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

○
法
令
遵
守
等
体
制
の
整
備

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
し
て
、

感
染
症
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
役
職
員
、
利
用
者
、

住
民
の
方
々
の
協
力
の
も
と
感
染
症
対
策
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
か
ら
の
感
染
症
対
策
の
補
助
金
等
を
活

用
し
Ａ
Ｉ
顔
認
証
型
体
温
計
や
、
オ
ゾ
ン
発
生
装
置

等
の
感
染
症
予
防
対
策
備
品
を
設
置
し
、
利
用
者
、

職
員
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

税
理
士
・
弁
護
士
に
よ
る
研
修
会
を
行
な
い
、
法

令
遵
守
等
の
体
制
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

令和２年度　事業報告　
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　市社協では、福祉や介護に

関心をお持ちいただくための

きっかけづくりや、地域での

福祉活動にお役立ていただく

ことを目的として、今年度も

「福祉・介護�出前講座」に取

り組んでいます。

　新型コロナウイルス感染拡

大防止により、内容によって

はお受けできないメニューも

ありますが、今後も、より多く

の市民の皆さまに、福祉・介護

の理解や関心を深めていただ

けるよう努めてまいります。

「福祉・介護」 出 前 講 座

社協賛助会員・団体会員を募集しています
　市社協では、地域住民やボランティア、関係機関と協働し、様々な福祉活動を展開しています。
　社会的孤立や格差、また人口減少や少子化が進む中、住民が互いに支え合う地域福祉の取り組みは、今後ますます
重要となります。
　つきましては、趣旨をご理解いただきまして、ご協力くださいますようお願い申しあげます。

会費は全て地域へ還元されています
● 地域福祉事業…ふれあいサロン事業・小地域の
お茶の間サロン事業・認知症カフェ事業等の社
会福祉事業運営費として活用します

● 社協だより…社協の取り組みの紹介や情報発信
として、年4回発行しています

会員になると・・・
・社協だよりに会員名を掲載します
・社協だより、パンフレットを配布します
・各種研究・調査結果を報告します

年間を通して募集しています

ご賛同いただける方は、市社協本所および各支所窓口にて
お申込みください。

（申込書はホームページからダウンロードできます。）

【お問合せ先】　
地域福祉課　電話・お太助フォン：４7-1131

社協会員の種類と会費（年額）
戸別会員（世　　　帯） ５００円／１世帯

賛助会員（個　　　人） １，０００円／１人　

団体会員（団体・法人） ３，０００円／１団体

【お問合せ先】　 地域福祉課　　電話・お太助フォン：４7-1131
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 
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発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
　　　　　　電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　ホームページ http:///www.akisha.jp/

社協だより

 コロナワクチン接種が始まりましたが、感染予防対策の一つであるマスクの着用はかかせません。今年は
早い梅雨入りとなり、暑さも日に日に厳しくなってきました。熱中症にも十分に気を付けてお過ごしください。
＜広報委員会＞　委員長　　浜重　好則　　副委員長　　津賀山とし子
　　　　　　　　委　員　　冨田　慶子　　佐々木昌莊　　片岡　典子　　丸山　義捷

編集後記

　一昨年より好評の初任者研修を、今年も開催予定です。

　介護・支援業務の基礎となる資格取得をめざす講座で、介護の技術や理念の基礎をしっかりと学び、身

につけることができます。

●初めての介護系資格取得に最適
●訪問介護ができるようになり、短時間勤務などライフステージに合わせて働けます
●介護福祉士実務者研修の学習時間が一部免除になります

●認定介護福祉士
介護福祉士の上位資格（民間資格）
多様な利用者や環境に対応し、介護技術の指導や、職種
間連携のキーパーソンとなり、チームケアの質を改善

●介護福祉士
　介護で唯一の国家資格（更新がなく一生もの）
　介護のプロとして、幅広い知識・技術を習得し、的確な介護を実践

●初任者研修修了者
　厚生労働省認定の公的資格
　基本的な知識・技術を習得し、指示を受けながら
　介護業務を実践

（旧 ホームヘルパー2級課程）

介護職員
研研

初初 任任 者者 修修

10,000�円（消費税・テキスト代込）受 講 料

講座内容

対 象 者

会 場

定 員

主 催

事 務 局

14日間のスクーリング＋家庭学習

安芸高田市に住所を有する方

安芸高田市保健センター
〒731-0521　安芸高田市吉田町常友1564-2

15名（先着順）※8月より受講生募集開始予定です

安芸高田市福祉・介護人材確保等総合支援協議会

安芸高田市社会福祉協議会　総務課　☎（0826）42-2941

《昨年度受講の様子》


